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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
（
建
設
業
法
目
次
、
第
二
十
五
条
の
二
十
七
（
見
出
し
を
含
む
。）及
び
第
二
十
七
条
の
三
十
七
の
改
正

規
定
並
び
に
同
法
第
四
章
の
三
中
第
二
十
七
条
の
三
十
八
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
に
限
る
。）及
び
附
則

第
七
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
（
建
設
業
法
別
表
第
一
の
改
正
規
定
に
限
る
。）、
第
四
条
（
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に

関
す
る
法
律
第
二
十
一
条
第
一
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。）及
び
附
則
第
三
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て

二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

（
建
設
業
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
建
設
業
法
（
以
下
「
新
建
設
業
法
」
と
い
う
。）第
十
一
条
第
一
項
（
新
建

設
業
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、
新
建
設
業
法
第
五
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で

に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
で
あ
っ
て
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に

あ
っ
た
当
該
事
項
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
建
設
業
法
第
十
三
条
（
新
建
設
業
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の

施
行
後
に
提
出
さ
れ
た
書
類
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
提
出
さ
れ
た
書
類
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
建
設
業
法
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
建
設
業
法
」
と
い
う
。）別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
び
・
土
工
工
事
業
（
第
五
項
に
お
い

て
「
と
び
・
土
工
工
事
業
」
と
い
う
。）に
係
る
旧
建
設
業
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、

新
建
設
業
法
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
解
体
工
事
業
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
解
体
工
事
業
」
と
い
う
。）に
該

当
す
る
営
業
を
営
ん
で
い
る
も
の
は
、
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
第
五
項
に
お
い
て
「
第
二
号
施
行
日
」

と
い
う
。）か
ら
三
年
間
は
、
解
体
工
事
業
に
係
る
新
建
設
業
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
な
い
で
も
、
引
き
続

き
当
該
営
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
者
が
そ
の
期
間
内
に
解
体
工
事
業
に
係
る
同
項
の
許
可
を
申
請
し
た
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
期
間
を
経
過
し
た
と
き
は
、
そ
の
申
請
に
つ
い
て
許
可
又
は
不
許
可
の
処
分
が
あ
る
ま
で
の
間

も
、
同
様
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
解
体
工
事
業
に
該
当
す
る
営
業
を
営
む
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
を
解
体
工
事
業

に
係
る
新
建
設
業
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
と
み
な
し
て
、
新
建
設
業
法
第
四
条
及
び
第
二
十
六
条
の

二
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
解
体
工
事
業
に
該
当
す
る
営
業
を
営
む
者
が
そ
の
請
け
負
っ
た
解
体
工
事
を
施

工
す
る
場
合
に
お
け
る
新
建
設
業
法
第
二
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
当

該
建
設
工
事
に
関
し
」
と
あ
る
の
は
、「
解
体
工
事
又
は
と
び
・
土
工
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
に
関
し
」
と
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
解
体
工
事
業
に
該
当
す
る
営
業
を
営
む
者
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
後
の
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
附
則
第
六
条
に
お
い
て
「
新
建
設
資
材
再
資

源
化
法
」
と
い
う
。）第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

５

新
建
設
業
法
第
七
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
解
体
工
事
業
に
係
る
許
可
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
施
行
日
前

に
お
け
る
と
び
・
土
工
工
事
業
に
関
す
る
旧
建
設
業
法
第
七
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
経
営
業
務
の
管
理
責
任
者
と

し
て
の
経
験
は
、
解
体
工
事
業
に
関
す
る
新
建
設
業
法
第
七
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
経
営
業
務
の
管
理
責
任
者
と

し
て
の
経
験
と
み
な
す
。

（
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に

お
い
て
「
新
入
札
契
約
適
正
化
法
」
と
い
う
。）第
四
章
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
入
札
に
付
さ
れ
て

い
る
公
共
工
事
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
締
結
さ
れ
た
契
約
に
係
る
公
共
工
事
の
施
工
に
つ
い
て
は
、
新
入
札
契
約
適
正
化
法
第
十

五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
浄
化
槽
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
浄
化
槽
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
浄
化
槽
法
」
と
い
う
。）第
二
十

五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
新
浄
化
槽
法
第
二
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
で
あ
っ
て
こ
の
法
律
の
施

行
後
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
あ
っ
た
当
該
事
項
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

（
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

新
建
設
資
材
再
資
源
化
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
新
建
設
資
材
再
資
源
化
法
第
二
十
二
条
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
で
あ
っ
て
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
前

に
あ
っ
た
当
該
事
項
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
七
条

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則

に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
八
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
規
定
に
よ

る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い

て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

法
律
第
五
十
六
号

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
七
年
法
律
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。題

名
の
次
に
次
の
目
次
及
び
章
名
を
付
す
る
。

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
e

第
八
条
）

第
二
章

基
本
方
針
等
（
第
九
条
e

第
十
一
条
）

第
三
章

多
様
な
入
札
及
び
契
約
の
方
法
等

第
一
節

競
争
参
加
者
の
技
術
的
能
力
の
審
査
等

（
第
十
二
条
・
第
十
三
条
）

第
二
節

多
様
な
入
札
及
び
契
約
の
方
法
（
第
十
四

条
e

第
二
十
条
）

第
三
節

発
注
関
係
事
務
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
る
者
の
活
用
及
び
発
注
者
に
対
す

る
支
援
等（
第
二
十
一
条
e

第
二
十
四
条
）

附
則

第
一
章

総
則

第
一
条
中
「
か
ん
が
み
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
に
関

し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、」
を
「
鑑
み
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
に
関

す
る
基
本
理
念
、
国
等
の
責
務
、
基
本
方
針
の
策
定
等
そ

の
担
い
手
の
中
長
期
的
な
育
成
及
び
確
保
の
促
進
そ
の
他

の
」
に
改
め
、「
に
よ
り
、」
の
下
に
「
現
在
及
び
将
来
の
」

を
加
え
る
。

š˜


		2014-06-03T15:15:15+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




